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= 3 + 2 ÷ ( な な )
- E

= 3 + 2 × f = 3 + 15 = 1 8
-11

工夫 するか しない か で
= 2河 ×Et 2Bxf -5+556+7 迷い 始めたら

、
シンプル

= 2Ft 6 + 5Ft 2 = 7F +8 に計算し始めよう b
-/

Lo 時間 を使い
すぎない 。

= 3 つに+7 つ( -2 一つ(
2
- x + 6

= 2 つに t 6つ( t 4

= 2 ( つ(
2
+ 3 つ( +2 ) ] (※ ) ÷ 2 ではなく 、

共通因数 でくくる !
= 2 ( x + 2 ) ( x + 1 )
-

平均値 = ( 75+48+91+64 +52+70+23+65 ) ÷ 8

= 48 8 ÷ 8 =

、
確実に得点 できる問題
こそ 、計算 し直し の時間

を とろう b



- 4±IEEE
つ( =
eezee

=
- 4 ± 1※

=

- 4 ± 8点 = "
/王、

直径 12 より 半径は 6

求める
、 Il - 1 3

1体積
二

相似比 が 6 :3=2=1 なので

体積比 は 8=1 。

手取 33=36 た (半径3 の球の体積 )

36た× 8 -36た = (8-1)×36た = 7× 36た = 252た
たいした、

普通に計算 して も そんなに スピードは変わらない 。

j た × 6 3_ 事な 33 = 手を × 3
3 ( 2 3- 1 )

= 4を × 9 × 7 =𥫣
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コイン を A .
B

. C .
D と 区別 し

、
表 を オ、 裏 を ウ とする 。

A B C D A B C D

オ - オ - オ さ ウー オーたオ ( I )

ト ウ ( I ) | ウ| たらい | ウ 、 オ

ウー オせい ) ウ

| ウ ウォ芩
ウや

ウ 特
(1) 1枚だけ 「

ウ 」
の 場合 を 数える と 4通り f = f

-11

(2) 少なくとも 2枚 が
^

ウ 」

= 全ての場合 - (い) の場合 十 全て 才 の場合 )
の確率 の確率 の確率

= 1 - ( t + t ) = 1 - (Et ) = で
-✗

不安な ときは
、

樹形図

を かい て 1つ ずつ 教えよう !
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い) 長針 . . . 60分 で 1 周 360
° なので

3 60 ÷ 60 = 6
°

進む 。

短針 . . . 12時間 ( 720分 ) で 36 0
°

なので 3 60 ÷ 7 20 = 0 .5
°

進む 。

(2) つ(分後に 1 65
°

になる とする と 、

0.5パ
6 つ( -0.5 も = 1 65

V) 6が 5.5っに 165

1
1650

隼
55つに 1 650

x = 3 0
30
/輿

時計問題の 基本 は、

(1) の 進む 角度 の 大きさ

(2) の 作られる 角度の 方程式 。

これ以外 の パターンは ほとんど 見ない 。
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バー
( 1 ) 民に対する

iii.戀っ < EBF

鬥
(2 ,
< EBF

d"

○ 闓
。 駐

この2角の和

となる 。

(3) /

3{ G 走
は JB < EGF = LAGB (共通) い ②

D
' D

.
② より 2組の角 が等しいので

24F
'

6

15 △ GEF cs △GAB

が とん
。

△ GEF と △ GAB で 続き

< GEF = < B FE + < EB F ( 12))

= LEAF tLEAB

= < GAB -
い ①



1 3 TB近飛△ CGD と △ AG B で
D

CD/ BA の錯角 が 等しい ので
24F
'

6

15
< DCG = L BAG . . . ①

-< CGD = LA GB (対頂 角 ) - ②

① 、 ② より 2組の 角が それぞれ等しい の で

△ CG D い △ AG B

i CG : AG = CD : A B CA = 24 より

二 3:15 GA = 24 ×f = 20
= 1 : 5 であり

、 よっ て CG = 4

EG + EB
」

△ CGD と △ EGF で DG : BG = CD = AB

< DCG = < FEG (本の 円周局 ) DG i 2 1
= 3 : 15

< CGD = L EGF (対頂角 ) 15DG = 63

より 相似 なので DG = f = f
CG : EG = CD : EF

= 3 i 6
GF = 2 × DG

= 1 i 2

CG = 4 より EG = 8
= 2 ×デ = j
st

相似 な 図形 の 発見 から

比例式 を作り 、
長 さを

求める
、

その 手数 が 多い

ので 組み立て練習 になる !
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(1) y = A )に は C ( -4 、

- 4 ) を 通る

ので つに -4 、 y = - 4 を 代入 して

-4=16 a
, A = TIrish

(2) A の つ(座本栗 が 3 なので y = 孔
2
に

代入して y = 9 i . A ( 3
.
9 ) B (-3.9 ) 「

6

) A ( 3 .
9 )

A ( 3 ,
9 ) B (-3,9 ) !

C (t -4 ) D ( 4
,

-4 )
となるので B 、

C (-4
、
- 4) 、

g

☒
y

D (4-4 )
台形 ABCD = (6+8)×13 × t

= 91
-4

④ 回 と コツコツ 組み立てる 問是頁

が続きます。

これら は
、 工夫 や ひらめき が

必要な問題 を 解ける 力 をつける
ため には 必須 b



;Fi三 ( A .
9 )

B (-3.9 ) ・

y
A ( 3 .

9 )

、

B 、
C (-4

,
- 4) ・

「" D (4.

-4 )
°

いた b
、
-4 )

① 面積 を 2齢 ある 直線 の傾き は ③ =等分 の 直線 EFの
GE / GF なので 傾き は

石 に A .
b

GE の傾き = GFの傾き

1 0 - 9 を 代入 する 。

T
=等

13
1- b = 14 ( 1 - a ) -

b = 149 + 13 . . . D

= BF = 13
5

=

② 四角形 BCFE = 台形ABCD ÷ 2 = iii.塁
.

( a+ 3 + b+4 ) × 13 × f = f gfm が
切片の b

( atb +71×13=91
atbt 91=91 ( 1 . 10) を 通るので
a.→

10 = ft bD. ② より b = - 14 b - 13
13 b = Eb = -f 、

a = 石
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(1) C - AEF の 体積 = A - CEF の 体積 AD
1 1

= △ CEFの 面積 × 高さ A C × j
= ( CE x Ext ) × 8 × j1

△ AEF × 高 さ CH × j
= ( 4 ×4× t ) × 8× お = 孚

nine

四角形 ABCD - ( 0 ABE to ADF t △ CEF)

は 2
_ ( 4× 8× txt t 4×4×き)

1 1

6 4 - 4 0 = 24

64
以上より 24× CH ×お =

5 /邀



N

•嶈 M ・

点 C は立体では 点 D と B と 重なる ので

CM t MN t CN の 最短 は
、
石図 の よう になる 。

① △ BCD は 45945998 の 直角 二等辺三角形
なので 1 i 1 i た 。 BD = ET

E
、
F は 中点 なので EF = IB D = 4た

△ AMD い △ EMB で 相似比 - BE i DA
= 1 i 2 なので

AM i ME = 2 : 1 となり MN = f EF ty
BM = j BD = t より ND 二

万
垣

となる 。

つまり △ CM N は 1辺 j の 長 さ の 正三角形 。

C

③
← た 2河の直角三角形

△ CM N = 85た ×
4

丁
で

Mini) N
①5 To =酢 = t
-11



求める体積 = ( C -AEF の体積 JD 蔣- ( C - A MN の体積 )

で 求める 。

'

②

① . . . い ) より Y
② ・ ・ ・ △ AM N cs △ AEF で 相似比 は

MN i E F =

8た
5.catF = 2 i 3

① 、 ② の 立体 の 高 さ は 等しい ので 体積比 は

底面積比 一 相似比 の 2乗 となる 。 4 = 9 。

320i. 求める 体積 は D × f = 楽 炉 =

エ、

体系責 の 求め方 は 2通り ある 。

☐ 直接的 に 求める 場合 t 高さが 簡単に求まる とき
底面積 × 高 さ (× す )

☒ 間接的 に求める場合
イ林責比 = 相似比 の 3乗 の利用 (相似のとき)

イ林責比 = 底面積 の 面積比
( 高さが 等しい とき ) 今回


